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神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村

深
江
地
域
の
山
の
神
に
つ
い
て

O)J 
三μ

月

j;li 

山
科
削
中

Z
H

神
戸
市
東
灘
区
旧
本
庄
村
深
江
地
域
に
は
、

U
か
ら
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て

き
た
も
の
に
、
「
山
の
神
」
が
あ
る
。
山
の
神
は
、
山
に
街
る
仲
坐
の
総
件
で

あ
る
。
災
民

山
氏
漁
民
と
伝
仰
す
る
人
々
に
よ

っ
て
そ
の
制
格
や
配
り
方

は
泌
っ
て
い
る
。
股
民
の
信
仰
す
る
山
の
神
は
作
物
の
判
で
、
毎
年
山
と
付
と

の
川
を
往
復
し
、
森
に
な
る
と
村
に
降
り
て
き
て
凶
の
仰
と
な
っ
て
焔
の
成
引
け

を
守
り
、

秋
に
MM
が
実
る
と
、
山
に
刈
っ
て
休
む
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
深川刊

地
域
の
あ
る
六
中
山
の
市
淀
は
、
大
き
な
川
や
湖
が
な
く
、
瀬
戸
内
式
気
候
の

た
め
、
水
資
制
仰
の
M

叩
保
は
大
き
な
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、

H
間
‘
り
な
と

で
池
や
川
の
水
が
干
上
が

っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
山
の
神
に
お
参
り
を
し
て
い

た
。
深
江
の
人
々
に
と

っ
て
山
の
仰
は
附
乞
い
の
神
峨
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
辺

、ーの
u
l
-
A

り
で
は
、
六
叩
山
頂
の

一
刺
糸
庄
の
少
し
点
に
あ
る
石
川
ム
殴
と
い
ワ
れ
の
制
が
、

多
く
の
河
川
の
分
水
制
に
あ
た
る
た
め
、
水
の
神
様
と
し
て
れ
仰
を
集
め
て

、

》
ロ

し
ノ
一

山の神の嗣

地図 1 山の神所在図

(国土地理院地形図 1/25，000
西宮を利用したものである)

マ

深
江
の
山
の
神
は
、
昔
は一

月
山
日
に
お
配
り
を
し
て
い
た
が
、
現
在
は
六

月
と
|
一
月
に
行
な

っ
て

い
る
。
六
月
は
、
第

一
日
附
刊
に
山
の
神
の
刷
を
竹

お

打

ひ

る

め

じ

ん

じ

白

、

則
一
世
必
を
し
て
い
る
深
江
大
日
川
市
立
川
村
奉
行
会
の
人
え
ら
十
↑力
、
六
人
が

初
出
発
を
し
て
お
参
り
を
す
る
。
刷
に
お
供
え
物
を
し
て
、

洞
の
問
凶
が
似
ん

で
い
る
と
こ
ろ
を
修
理
核
加
を
す
る
。
i
一
凡
は
、

一一
イ
=一

H
の
祝
日
に
、

深

υ地
械
の
化
の
お
比
川
に
あ
る
稲
荷
神
社
の
日
司
と
本
賛
会
の
人
た
ち
が
お

参
り
を
す
る
。
深
川
地
域
の
氏
神
は
大
U
従
女
神
村
で
あ
る
が
、
-
E
1
3
R
 

H
4
4
h
v
ホ

-o'制

術
神

N
は
涼
什
を
合
む
広
い
純
削
の
村
々
の
氏
神
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、

大
U
4
M
ル
比
例
引
に
は
円
山
可
が
不
設
な
の
で
、
稲
術
神
仙
の
日
円
山
河
に
お
蹴
い
悦

司川
を
あ
げ
て
も
ら

っ
て

い
る
。
ー
ハ
月
と
同
級
、
川
刊
か
ら
で
か
け
、
下
，
川
中

μ
は

ど
ち
ら
も
引
泌
の
服
波
で
行
く
。
戦
後
に
は
こ
の
よ
う
な
年
二

』れ
4
2
J

ム山』
引制治l

u
s
t
-
e
J

山nh

同
の
お
参
り
に
な

っ
た
そ
う
で
あ
る
。
祭
神
は
大
山
沢
大
仰

(大
山
悦

州

大

!
h

岳、次
、山J
b

、、、，ら
2

内山ム』
i
h

一

で
あ
る
。
大
山
沢
仰
は
引
件
諸
川
I

M引
山
円
相
と
の
川
に
生
ま
れ
、

州
っ
て
く
る
。

山
地
凡
神
)

2 

各
地
の
山
を
つ
か
さ
ど
る
州
で
あ
る
。
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と

!と
〈

J

t

今
回
紹
介
す
る
深
江
の
山
の
神
は
、
通
称
魚
屋
道
の
傍
ら
に
所
在
す
る
。
魚

屋
道
は
六
甲
山
を
南
化
に
通
ず
る
道
で
、
江
戸
時
代
に
は
間
道
と
し
て
周
辺
の

街
駅
か
ら
訴
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
と
、
多
く
の
人
々
の
利
用
す
る
道
で

あ
っ
た
。
山
の
神
は
、
魚
屋
道
を
歩
く
人
々
か
ら
も
お
参
り
を
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
。
所
在
地
は
地
図
ー
を
参
聞
し
て
ほ
し
い
。
本
山
町
北
畑
の
保
久
良

ゐ
え
る
も
れ

神
白
か
ら
金
鳥
山
を
経
て
風
吹
山
首
に
主
る
道
が
、
本
山
町
森
か
ら
蛙
山
石
を
経
て

問
じ
く
風
吹
山
石
に
歪
る
魚
屋
道
に
合
流
す
る
。
こ
の
合
流
地
点
か
ら
魚
屋
道
を

蛙
岩
に
向
か
っ
て
百
メ
ー
ト
ル
ほ
と
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
一
基
の
道
標
が
あ
る
。

形
状
は
四
角
柱
で
上
部
が
四
角
錐
に
な

っ
て

い
る
。
花
岡
山
石
製
。
古
川
さ
は
百
七

セ
ン
チ
を
洲
町
、
側
面
は
各
泊
。
五
セ
ン
チ
の
隔
を
測
る
。
各

mに
縦
自
主
で

字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
道
路
に
回
し
て
い
る
而
に
は
「
深
江
山
ノ
神
」
、
そ
の

向
か

っ
て
右
側
に
「
↓
深
江
山
ノ
神
」
、
左
側
に

「
↑
深
白
山
ノ
神
」
、
裏
面
に

は
二
行
に
わ
た
り
、

「
昭
和
六
十
年
五
月
士
口
日
深
江
財
産
区
建
」
と
彫
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
道
際
か
ら
薮
の
中
の
道
を
五
十
メ

l
J
ル
ほ
と
進
む
と

一
段
高

い
土
国
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
上
に

一
基
の
石
燃
と

一
基
の
洞
が
立
っ
て
い
る
。

向
か
っ
て
右
に
立
っ
て
い
る
石

僚
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
こ
に
位

か
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

板
状
の
表
面
は
研
か
れ
て
い
て
、

「
正
一
位
干
的
大
神
」
と
刻
ま
れ
、

そ
の
下
に
二
行
に
わ
た
り
「
大
正

十
三
年
十
月
古

口

/
奉
主
小
川
升

口
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
頭
部
は

山
型
で
、
側
而
と
市
世
間
は
不
整
形

で
あ
る
。
古
川
さ
は
七
十
セ
ン
チ
を

測
り
、
幅
は
十
ご

五
セ
ソ
〆
チ
を

測
る
。

魚屋道から山の神を示す道標

， 
‘ 

山
の
神
の
綱
は
石
椋
の
向
か
っ
て
左
側
に
所
在
し
て
い
る
。
南
向
き
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
台
上
に
あ
り
、
花
山
岡
山
石
製
で
、
什
酷
礎
の
上
に
室
部
が
あ
り
、
そ
の

上
仁
屋
根
が
の
っ
て
い
る
。
基
礎
は
、
幅
凶
十
四
セ
ン
チ
、
古
川
さ
二
十
二

五

七
ン
チ
を
測
り
、
各
市
と
も
幌
地
で
あ
る
。
そ
の
上
の
室
部
は
高
さ
二
十
八
七

ン
チ
、
幅
二
十
三

・
五
セ
ン
チ
を
測
る
。
正
而
は
扉
に
な
っ
て
い
て
、

よ
り
も
か
な
り
時
代
の
下
る
真
新
し
い
花
柄
岩
の
台
石
の
上
に
、
同
じ
石
で
作

ら
れ
た
ご
神
体
の
直
径
六
五
セ
ン
チ
の
丸
石
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
院
は
阿

0

・t
r
J

十
セ

ン
チ
を
測
る
。
向
か

っ
て
右
側
の
扉
の
表
面
に
は
瓢
世
相
が
防
刻
さ
れ
て
い

す
み
〈
だ
“

vu
u

る
。
屋
川
択
は
、
上
方
が
起
り
下
方
が
照
る
と
い
う
、
附
除
械
が
波
形
の
山
総
を

姉
い
た
「
附
り
起
り
」
の
形
式
を
し
て
い
る
。
刺
下
は
本
平
で
、
判
上
は
中
央

部
は
水
平
で
あ
る
が
、
刺
端
に
向
か

っ
て
上
部
に
反
っ
て

い
る
。
利
幅
は
中
央

が
=
セ
ン
チ
、
軒
端
が
六
セ
ン
チ
を
測
る
。
屋
根
全
体
の
市
さ
は
ご
十

四

五

セ
ン
チ
で
、
削
引
の
長
さ
は
凹
」l
四
セ
ン
チ
を
測
る
。
屋
根
の
上
部
に
は
水
平
相

が
あ
り
、
長
さ
十
九
セ
ン
チ
、
幅
七
セ
ン
チ
を
測
る
。
室
部
の
背
而
と
向
か

っ

中
に
洞

-:3ー

向かつて右函に刻まれた銘文 (25%に縮小)
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て
右
の
側
而
に
銘
文
が
M
L
ら
れ
る
。
品
川
聞
に
は
「
世
話
人
/
西
制
弥
ス
左
門
/

M
U
 

松
応
仁
ぶ
エ
門
」
と
あ
り
、

側
而
に
は

「戊
安
動
計
/
ん
寸
百
円
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。
間
話
人
の
文
ρ
T
以
外
は
す
べ
て
縦
引
き
で
あ
る
。
列
車
の
安
政
江

(

八
百
八
)
年
に
凶
網
弥
三
木
門
と
松
見
仁
左
ヱ
門
の
二
人
の
世
話
人
に
よ
っ
て

制
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
ο

す
ぐ
航
に
深

U
大
日
設
立
神
社
奉
賞
会
に

よ
っ
て
JX
て
ら
れ
た
説
明
板
が
あ
り、

山
の
神
の
桐
は
今
も
伝
仰
の
汁
象
と
し

て
大
切
に
犯
ら
れ
て
い
る
。

川
戸
時
代
に
は
股
民
よ
り
百
殺
政
機
や
州
乞
い
な
ど
、
伝
仰
の
対
象
と
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
六
mT
山
が
比
較
的
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
燃
料
の
薪
を
保
山
惜
し

た
り
物
資
を
辺
ぶ
和
'
屋
迫
が
通
じ
て
い
る
な
ど
人
々
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る

た
め
、

今
日
で
も
こ
の
山
の
神
は
杷
ら
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
深
江
に

は
、
山
の
神
H

怖
が
深
江
の
人
々

に
「
ほ
し
い
も
の
は
何
か
」
と
問
う
と
、
村
人

は
口
を
揃
え
て
「
山
に
人
る
怖
利
」
と
答
え
た
、
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
街
の
背
後
に
あ
る
六
甲
山
は
人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な 背面に刻まれた銘文 (25%に縮小)

い
も
の
な
の
で
、
そ
の
山
に
配

」つ
れ
て
い
る
山
の
神
は
、
大
切
に
杷
ら
れ
て
き

た
。
今
後
も
い
い
仰
の
形
は
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
水
く
配
ら
れ
統

け
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
文
で
仙
載
さ
れ
た
ち
点
と
拓
本
の
船

出掛
と
探
桁
は
常
川
が
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
故
後
に
な

っ
た
が
、
ぶ
H
ハ
似
治

氏
に
は
多
大
な
ご
救
一不
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

山の神の現状 (左は石標)

- 4 
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史
料
飢
刷
飢
民

史
料
に
読
む
深
泊
の
Mm史
(八
)

江
戸
前
期
の
森
稲
荷
神
社
と
村

大

医l

*' 

こ
の
た
び
史
料
館
で
深
泊
や
行
木
村
な
ど
本
庄
九
か
村
の
氏
神
で
あ
る
科
的

荷
村
甘
口
に
関
す
る
近
世
近
代
文
書
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
森
焔
荷
神
村

土、

L
r
J
〆
¥
P正

hu
一一LF
γ

[

一1
4
3
f
j
f

(七一

五
)
に
ご
神
体
が
深
江
の
浜
に
流
れ
着
い
た
と
さ

れ
、
草
創
の
伝
承
は
さ
ま
さ
ま
な
九
に
一叫
紋
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
れ
い
時
代

に
は
神
階
正

一
HN
が
同
日
与
さ
れ
、
神
J
J
b
従

h
付

1
、
日ーし
h
J

可
付
h
l

坑

:
!
'

t
l
'一

j

後
ヰ
な
ど
に
叙
任
し
た
が
、
江

μ
時
代
の
械

f
と
な
る
と
、
「本
山
付
j
叫
』
が

多
少
紛
介
し
て
い
る
ほ
か
は
、

ほ
と
ん
ど
触
れ
た
も
の
が
な
い
。
今
刷
新
た
に

分
か

っ
た
事
実
も
多
く
、

新
山
史
料
を
小
心
に
、

江
戸
時
代
の
森
稲
荷
神
社
と

氏
子
の
村
々

の
様
子
を
概
削
附
し
て
み
よ
う
。

*
キ
*
*・沖
ι
ψ
φ
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

古
代
中
世
の
保
稲
向
神
社
の
椛

l
は
令
く
よ
小
川
だ
が
、

γ
保
|
九

q
(

「
制
い
池
上
心
」

や
立
政
八
年

(

じ
九

E
C
の
「
県
沖
れ
一
附
同
会
」

じ
一
四
)
σコ

に
よ
る
と
、

れ
郊
に
天
正
九
年

(

h
八

)
鋳
造
の
刻
印
の
あ
る
金
妓
が
あ

る
と
記
絞
し
て
い
る
。
金
扱
と
は
、山陣
太
鼓
と
附
打
川
、
相
楽
の
楽
器
の
釦
、
仏

具
の

一
位
の
三
つ
の
苦
味
が
あ
り
、
実
物
が
伝
来
し
て
い
な
い
の
で
と
れ
だ
っ

た
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
が、

氏
.1
の
本
庄
九
か
付
が
協
力
し
て
鋳
造
し
た
と

4

句
、え
ら
れ
、
中
刊
末
川
叫
の
本
け
の
結
合
力
を
示
す
だ
ろ
う
。
ま
た

「本
山
村
誌
」

に
よ
れ
ば
、

じ
日
じ
ド

j
F
f
J
王

(

六
一
五
)
問什
股
が
同
一
日
川
さ
れ
た
と
い
う
。
近
Ilk 
0) 

初
日
山
に

一
定
の
社
殿
繋
附
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『本
山
村
誌
』

そ
の
後
の
展
開
は
定
か
で
は
な
い
が
、

-
1
「
s
i
L
7
、
、
J

!
Ll
v
梢

J7
A
C
4
4
r
t
L
Y
一

「
司
社
改
帳
」

じ
ttR
-I
R
-

-7
事

Z
到

i

(
一
六
九
二
)

一
』+品

、

天
聞
大
神
な
と
。
力
行
を
一

σ〉

つ
の
村
殿
に
配
っ
て
お
り
、
組
問
問
は
奈

川

、

県

'h

問
。
川知

一川

半

桁

行

六
間
半
で
瓦
卦
き
の
HH
殿
も
あ

っ
た
。

今
回
見
つ
か
っ
た
史
料
の
う
ち
n
k
b
古
い
も
の
は
ま
水
元
年

(一

七
O
四
)

八
月
の
出
品
に
閲
す
る
史
料
で
、
そ
の
後
の
境
内
幣
怖
を
物
詩
る
史
料
で
あ
る
。

令
部
で
ご
内
で

、

い
ず
れ
も
走
山
人
は
本
庄
九
カ
村

(深

江

東

山

本

川

辺

北

州

小

山

町

中

肝

e

木村

一条

沖

知

)
の
庄
庄

・
4
寄
で
、
'
知
名
は

w山
川
れ

L

ド
、、1
2
0

1
1
イ

1

「稲
何
明
神
馬
場
之
内
長
さ
十
四
聞
の
う
ち
、

刷
刷

μけ
に
よ
る
と

少
々
坂
に
て
刷
ご
と
に
倒
れ
、
数
度
破
損
」

「
切
り
石
に
て
砂

と
い
う
状
況
で

川
町
行
り
た
く
」
、
ま
た

一町
内
場
之
内
壱
間
余
の
小
川
御
座
候
、
先
年
は
石
僑
ニ

而
御
山
町
仮
処
、

(
γ

んは
三
年
)
洪
水
ニ
而
流
れ
巾
し
候
ニ

PIr-
-叶

J
h
L

川
「
ノ
z
ai

-
-
ィ
l
!
l
F一

4

イ

什、

孔
以
後

l
杭

-一
致
し
川
き
峡

へ
共
、
耐
ご
と
ニ
似
引
川
口
中
す
ニ
付
、

此
σ〉

た
び

μ紙
ニ一

す
な
わ
ち
問
場
先
に
切
引
で
砂
川
川
を
行
い

、

し
た
い
と
あ
る
。

以
本
で
石
怖
が
流
れ

l
備
で
し
の
い
で
き
た
が
、
川内びぃ
h
紙
を
設
問
し
た
い
と

5 

「山川い
湖
、
ぇ
山
中
し
侠
儀
も
雌

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
通

H
の
刷
川
で
は
、

能
」
で
二
条
村
山
の
石
を
利
用
し
た
い
と
い
う
。
村
々
の
説
明
に
よ
る
と
「
川口

再
住
t

ノ
」
節
も

l
し
位
か
れ
峡
問
、
此
の
た
ひ
も
れ
の
山
に
て
下

L
mか
れ
候
掠
」

と
前
例
を
あ
げ
て
い
る

こ
れ
ら
の
史
料
か
ー
句
、

こ
れ
よ
り
前
に
怖
"
川
神
刊
が
川
住
さ
れ
‘

占
条
付
山

か
ら
採
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

バ
Hm
一
一司

(

ハ
九

O
)
に
わ
般
を
よ
凡
す
ほ
ど

の
大
規
模
な
供
本
が
あ

っ
た
、
」
と
も
分
か
る
。

M
H何
刊
の
川
住
が
い

つ
の
こ
と

か
、
現
時
占
・
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
例
と
し
て
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、

さ
ほ
ど
速
い
時
期
で
は
な
か
ろ
う
。

正
日
付
時
代
と
い
え
ば
、
大
一
川
ド
ラ
マ

「
正
持
続
乱
」

済
成
長
の
時
代
で
あ
る
。

で
お
な
じ
み
の
高
度
椛

そ
れ
ま
で
の
村
山
町
そ
の
も
の

の
泣
況
に
続
い
て
、

川町

坊
の

i
-備
や
砂
切
な
と
、
境
内
全
岐
に
ま
で
続
出
酬
の
純
聞
を
広
げ
た
わ
け
で
、

円
同
度
経
済
成
長
の
慰
む
が
、
村
々
に
さ
ら
に
行
き
政
り
、
日
の
諮
問
刊
も
進
ん
で

来
た
こ
と
の
反
映
だ
ろ

7
0



1999・10・10生活文化史第26号

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

-
本
庄
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て

世
科
飢

Mm究
川

J且

谷

巾

昨
年

(平
成
十
年
)
か
ら
、
兵
庫
県
内
の
中
学
校
で
、

二
年
生
を
対
象
に
線

々
な
職
域
で
実
際
の
伯
市
中
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
相
会
の
、」
と
を
学
ぼ
う
と
い

う

「ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

4
度

(平
成
十

一
年
)

は
、
史
料
館
の
運
営
母
体
で
あ
る
深
日
財
産
区
が
、
本
庄
中
学
校
の
生
徒
一
名

を
受
け
入
れ
る
-
』
と
に
な
り
、

「ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ク
」
問
問
h
日
間
の
う

ち
、
日
だ
け
で
あ
る
が、

当
史
料
館
で
も

こ

の

人

の
生
徒
に

「

u史
料

館
員
」
に
な
っ
て
も
ら
い
、
史
料
館
の
前
川仰
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。
「
一
日
館
只
」
に
な

っ
て
も
ら

っ
た
の
は
、
本
庄
中
学
校
二
年
生
の
水
本

祐
樹
君
と
臼
川
市
愛
さ
ん
で
、
社
会
科
の
歴
史
の
授
業
が
肝
き
な
二
人
で
あ
る
。

永元祐樹君

愛さん鳥巣

史
料
館
が
二
人
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
平
成
十

一
年
六
月
八
日

(火
)
で、

本
米
は
休
館
日
で
あ
る
が
、
当
日
、
間
休
日
凡
，
V
の
予
約
が
あ
っ
た
こ
と
と
受
人

側
の
指
導
担
当
と
な
る
犯
の
都
合
が
良
か

っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
円
の
受
け
入
れ

と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
吋
け
の
兄
ウ
ジ
斗

l
ル
と
人
の

一
日
飢

μ
の
川
動
を
抑
制
介
し

よ
う
。
二
人
は
九
時
に
史
利
加
に
ポ
郎
、
ま
ず
、
お

H
い
の
自
己
的
介
を
し
て

か
h
、
私
的
方
か
ら
史
料
館
の
概
要
と
本
日
の
予
定
を
説
明
し
た
J
で
、
的
山
町

通
常
業
務
や
米
航
者
応
対
な
ど
の
附
単
な
研
修
を
行

っ
た
。
こ
の
日
は
卜
時
か

ら
神
戸
市
ン
ル
パ

l
カ
レ
y
ジ
隠
史
係
訪
ク
ラ
ブ
の
同
体
見
学
が
入

っ
て
い
た

た
め
、
団
体
見
学
の
際
の
作
沼
山
'
な
ど
も
説
明
、
そ
の
後
、
実
際
に
附
館
業
務

を
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
展
示
室
や
民
一不
ケ
ー
ス
の
電
灯
の
ス
イ
y

チ
を
人
れ
、
そ
の
際
、
日
明
↑ボ
物
に
拠
常
が
な
い
か
ど
う
か
の
チ
エ

y
ク
を
行

っ

て
も
ら
っ
た
。
二
人
は
こ
の
川
は
じ
め
て
災
物
の
資
料
を
間
近
に
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
大
い
な
る
興
味
を

一小
し
て
い
た
。
卜
叫
に
な
る
と
前
述
の
凶
体
が
虫

館
、
こ
の
と
き
、

二
人
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
資
料
類
の
配
布
を
行
っ
て
も
ら

い
、
見
学
者
の
応
付
な
ど
を
手
伝

っ
て

も
ら
っ
た
。
見
学
止
引
も
シ
ル
バ
ー
カ
レ
y

ジ
と
い
う
日
齢
者
の
方
々
な
の
で
、

二

人
の

一
日
館

μは
、
孫
の
よ
う
な
存
在

だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二
人
の
経
凶
ぷ

り
に
MM
か
い

エ

ル
を
，
止
っ
て
干
さ
っ

7
、
:
。

t
u
f
 

そ
し
て
、
午
後
か
ら
は
展
示
資
料
の

収
納
作
業
、
民
示
室
・
収
減
州
の
点
検

作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
日
、
ち
ょ
う
ど
「
季
節
の
炭
示
コ
l

の
五
月
人
形
を
撤
収
収
納
す

ナ
l
」

-6 -

団体見学の脱明の時
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

ご
人
に
、
実
際
そ
の
れ
業
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

三
人
と
も
同
物
館
の
資
料
を
直
に
手
で
触
れ
る
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
と
言
う

こ
と
で
、
日
恥
初
は
何
か
お
そ
る
お
そ
る
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
、
資
料
を
倣
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
紅
が
「
そ
ん
主
に
緊
張
し
な
く
て
も
い
い
よ
、
引
段
通
り

に
す
れ
ば
い
い
よ
」
と
言
っ
て
あ
げ
る
の
だ
が
、
や
は
り
、

二
人
は
、
資
料
を

峡
し
て
は
大
変
と
い
う
気
持
ち
が
先
に
古
一つ
の
か
、
何
か
腫
れ
物
に
で
も
触
れ

る
よ
う
な
感
じ
で
、
資
料
を
ぬ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
川町

張
感
も
収
ま
っ
て
き
た
の
か
、

二
人
か
ら
ね
に
話
し
か
け
て
く
る
余
桁
が
出
て

き
て
、
n
h
後
は
先
ほ
ど
の
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
操
子
と
は
打

っ
て
変
わ

っ
て
、
仰

や
か
な
雰
凶
気
の
中
で
収
納
刊
来
を
終
λ
る
に
世
っ
た
。

次
に
、

二
附
の
民
具
展
示
室
の
ガ
ラ
λ
ケ
l
ス
の
J
M
姉
作
業
を
手
伝
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
た
。
ガ
ラ
ス
を
磨
く
と
い
う
作
業
は
、
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
拭
さ

で
も
慣
れ
て
い
る
よ
う
で
、
山
村
情
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
で
も
、
ガ
ラ
ス
ケ

ス
の
鎚
を
は
ず
し
、
ケ
λ
を
聞
け
て
内
側
か
ら
ガ
ラ
ス
を
拭
く
段
に
な
る
と
、

資
料
に
腕
や
体
が
触
れ
て
取
れ
な
い
だ
ろ

7
か
と

心
配
そ
う
に
拭
い
て
い
た
の

が
印
象
的
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
時
、

せ
っ
か
く
展
示
ケ
ス
を
聞
け
た
の
だ
か

句
、
何
で
も
触

れ
た
い
資
料
が
あ
れ
ば
、
弘
法
嵯
な
く
触
っ

て
み
る
よ
う
に
と
一一
ι
っ
て
み
た
。
す
る

と
、
永
本
お
は
古
銭
に
興
味
が
あ
る
か

ら
、
そ
れ
を
笑
際
に
触
っ
て
み
た
い
と

一一両
い
、
印
刷
散
さ
ん
は
、

u日
の
ま
ま
ご
と

道
H
パ
に
興
味
を
示
し
、
そ
れ
を
手
に
と
っ

て
み
た
い
た
と
言
っ

た
。
た
ま
た
ま
、

こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
は
、
展
示
ケ
ー
ス

の
中
で
も
担
造
作
に
白
か
れ
て
い
た
も

の
な
の
で
、
私
も
位
き
方
を
考
え
た
方

展示作業をする 2人

が
い
い
だ
み
う
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
で
、

二

人
に
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
自
分
な
り
に
考
、
え
て
展
示
し
て
み
な
さ
い
と
い
う
と
、

二
人
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
展
示
作
業
を
行
っ
た
。
木
本
君
は
古
銭
を
時
代
阪

に
き
ち
ん
と
し
か
も
見
栄
え
よ
く
展
示
し
て
く
れ
、
印
刷
止
さ
ん
は
自
分
が
こ
の

ま
ま
ご
と
迫
具
で
遊
ぶ
と
き
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

美
し
く
そ
し
て
道
具
の
級
類
ご
と
に

E
確
に
並
べ
伴
え
て
く
れ
た
。
こ
の
川
、

二
人
が
炭
示
の
並
べ
啓
え
を
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
は
、
そ
の
後
、
今
も
そ
の
ま

ま
で
展
示
し
て
い
る
。

7 

ままごと道具を並べかえる

古銭を並べかえる

こ
れ
で
、

二
人
の
け
即
日
H

の
業
務
は
終

f
と
い

7
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
た

が、

-一
人
と
も
、
生
の
時
史
資
料
に
夜
間
性
触
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
と
て

も
良
い
体
験
に
な

っ
た
と
言
っ
て
く
れ
た
。

わ
ず
か

一
日
だ
け
の
史
料
館
の
飢
貝
と
し
て
の
体
験
で
は
あ

っ
た

が

、

人

が
、
今
後
、
よ
り
山
山
ん
が
好
き
に
な
る
こ
と
を
刷
っ
て
や
ま
な
い
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
史
料
館
で
の
|
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
!
?
の
経
験
者
か
ら
、
次
山
代
の
史

料
館
の
ス
タ

ッ
フ
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と

い
う
期
待
も
こ
め
て
、
来
年
度
も
こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
史
判
館
と
し
て
i
b
隙
憾
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
う
次
第
で
あ
る
。
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史
料
館
日
誌
抄

史
料
郎
研
究
口
一
通

ur
併戊

L
l

、1
L
L
川
川
ι
吋
d

加

味
M
T

-z
i

-
-

j

l
』

〈
平
成
十
年
V

7
月

お

日

短

歌

の
会

(

見

学

者

二
J
l

九
名
)

ω月
引
日
本
山
南
小
学
校

三
年
生
(
見
学
者

京
税
区
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

(見
学
者

日
月

5
日

〈
平
成
十
一
年

V

i
(
|
 

l
f
2
1
 

1i
g
l
oo
-a
 

!
2
l
 

ー

;
l

'i
ド

f
引
臼
「
ト
ト

!
:
1
 

1
i
下
十
九
匂
J

E
L

2
月
2
日

2
月

5
日

つf
M
H川
氏
U
門口

2
月

9
日

2 2 
月月
19 12 
lこ1 1:1 

q
J
同
月

p
b
口
U

6
月
8
日

6
月
げ
日

谷

七
十

一
名
)

二
十

zg
AR寸

こ
う
べ
小
学
校

三

4
4
(凡
J
イ

お

八

1
=
名
)

伺
池
小
竿
校

一ニ
4
生

(日比
学

者

七

一
五七
)

本

U
小
学
校

三
年
比
」

(見
学
者

二
二
名
)

六
叩
ア
イ
ラ
ン
ド
小
学
校

三
年
4
4
(
見
円
了
者

O
一
名
)

瀧
小
学
校

二一

4
生

(見
学
者

三
十
六
名
)

ひ
ま
わ
り
学
賞
保
育
(
見
学
者
」
1
二
名
)

本
山
第
三
小
年
校

三
年
生

(見
学
者
八
十
八
名
)

御
影
北
小
学
校

三
台
生

(見
学
者

一一一
七
名
)

東
灘
小
学
校

三
年
生

(見

学

者

九

イ

九
名
)

六
叩
小
学
校

二
年

4

(問
」
l

八
名
)

本
山
第

一
小
学
校

三
司
ヨ

(見
宇
都

-
一

一名
)

住
吉
小
学
校

三

4
4一
(比
学
者

一
一
六
名
)

四
椛
小
学
校

=一
年
生

(見

学

者

凶

イ

九
名
)

神
戸
市
主
古
学
校

三
年
生
(
見

学

者

山

名

)

神
戸
市
ン
ル
パ

l
カ
レ
ァ
ジ
(
見
学
者

九
名
)

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ

ー

ク

本

庄

中
学
校
一
一年
生
二
名
を
受
入
れ
、

一
日
館
員
に
な
っ
て
も
ら
う
。

東
瀧
区
役
所
新
規
採
川
職
只
研
修

(見
学
者

三
十
名
)

6
月
幻
日

AK
災
モ

ニ
ユ

メ
ン
ト
ウ
ォ

l
ク

一O
O
名

」
l

一
名
)

(Hんげ~子
高

7
月
3
円

甲
子
関
大
学
人
間
文
化
学
部

(川ん，
比
丁
者

⑥ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

史
料
館
の
パ
ン

フ
レ

y
ト
を
約
十
年
ぶ
り
に
改
訂
し
ま
し
た
。
令
而
力
-
フ
ー

で
代
表
的
な
展
示
物
の
写
真
を
仰
向
紋
し
て
い
ま
す
。
米
航
の
記
念
に
是
非
お
持

ち
侃
り
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
二
附
い
ろ
り
の
コ
ー
ナ
ー
の
良
一市
方
針
を
少
し
変
え
て
み
ま
し

た
。
資
料
に
は
あ
え
て
解
説
川
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
し
て
利
川
し
た
の
か
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

さ
て
、
今
号
は
、
望
月
学
芸
員
の
採
訂
山
の
神
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
、
大

脳
別
館
長
の
新
治
資
料
の
紹
介
、
そ
し
て
、
私
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
イ
!
?
の
報

告
の
三
本
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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